
学校番号 401 

令和２年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校倫理 新訂版（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

板書・説明・資料プリントをよく把握する。 

抽象的な概念を具体化して考える。 

「なぜ」の視点を持つ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

先哲たちの思想・行動をとらえ、生きていく上で何が大切かを各自考察していく。 

また、現代社会の日本・世界が抱える問題を大局的に把握し、分析していく能力を養う。 

将来を担う公民としての自覚を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

諸問題についての関

心・疑問について高い

意識を持っている。 

積極的に課題につい

て考察している。 

抽象的な概念につい

て適切に表現できる。 

 

資料や図版を正確に

読み取る。 

現代社会が抱える諸

課題について個々に

関連させながらの知

識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

レポート発表 

ワークシート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

学
期 

青
年
期
の
課
題
・人
間
と
し
て
の
自
覚 

青年期の意義 

青年期の課題 

ギリシアの思想 

キリスト教 

イスラーム 

仏教 

中国の思想 

芸術と人生 

○ ○   ａ：青年期の心の発達などに

ついて、自身の心の動きと関

連させて学んでいるか。 

ｂ:抽象的名概念を理解して

いるか。 

 

ワークシート 

定期考査 

２
学
期 

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
・
現
代
に
生
き
る
人
間
の
倫
理 

古代日本人の思想 

日本の仏教思想 

近世日本の思想 

西洋思想の需要と展開 

人間の尊厳 

科学・技術と人間 

民主社会と自由の実現 

社会と個人 

人間への新たな問い 

社会参加と幸福 

○ ○ ○ 〇 a:日常の自分自身の問題と関

係させて普遍的な問題をとら

えているか。 

b:抽象的な概念について理解

しているか。 

c:新聞記事などの図版を把握

できるか。 

d：自分が住む日本の日本的思

想を知識として理解し、その

上で自分の考えをまとめられ

るか。 

ワークシート 

定期考査 

３
学
期 現

代
の
諸
課
題
と
倫
理 

生命の倫理 

環境の倫理 

家族の課題 

地域社会の課題 

高度情報化社会の課題 

文化と宗教の課題 

国際平和と人類の福祉の課

題 

〇    a：現代社会の問題、社会問題

を自分の問題としてとらえら

れているか。 

 

 

 

 

ワークシート 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


